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神戸プラスチックネクスト
～みんなでつなげよう。つめかえパックリサイクル～

神戸市・小売・日用品メーカー・リサイクラーが協働で

日用品つめかえパックの“水平リサイクル”（フィルムtoフィルム）を目指す

神戸市と小売・日用品メーカー・リサイクラー（再資源化事業者）1８社は、循環型社会の実現に向けて協働し、神戸市

内76店舗の小売店舗に回収ボックスを設置、洗剤やシャンプーなど使用済みの日用品のつめかえパックを分別回収

して再びつめかえパックに戻す「水平リサイクル」を目指す「神戸プラスチックネクスト～みんなでつなげよう。つめかえ

パックリサイクル～」を、2021年10月1日より実施しています。

参画メンバー （202２年12月7日現在）

神戸市、ウエルシア薬局株式会社、生活協同組合コープこうべ、株式会社光洋、株式会社ダイエー

アース製薬株式会社、花王株式会社、牛乳石鹸共進社株式会社、クラシエホールディングス株式会社、

株式会社コーセー、小林製薬株式会社、サラヤ株式会社、サンスター株式会社、シャボン玉石けん株式会社、

株式会社ミルボン、ユニリーバ・ジャパン・カスタマーマーケティング株式会社、ライオン株式会社、

アミタ株式会社、大栄環境株式会社

日用品のつめかえパックはプラスチック使用量の削減に大きく貢献している反面、様々な特性を持つ多層構造のフ

ィルムから成るつめかえパックは、生活者に身近なプラスチック製品にリサイクルされることが少なく、中でも使用済

み製品を資源に戻して再び同じ製品にリサイクルする「水平リサイクル」は難しいとされてきました。

このような背景のもと、神戸市をフィールドに意志を同じくする企業等が“競合”の垣根を超えて“協働”し、プラスチ

ックを同じ用途で使い続けることで天然資源の消費を抑制する、つめかえパックの「水平リサイクル」（フィルムtoフィ

ルム）に挑戦するプロジェクトを立ち上げました。神戸から全国へ広がる活動とすべく取り組みを推進しています。

2022年4月、プラスチックの回収・リサイクルにおいて自治体と企業などの連携による自主的な取組みが柱の一つと

なる「プラスチック資源循環促進法」が施行されました。

これに先駆けてスタートした本プロジェクトは、自治体と製造・販売・回収・再生に関わる複数の企業等が“競合”の垣根

を超えて“協働”でつめかえパックの「水平リサイクル」を目指す、全国に先駆けた試みです。

初年度1.13トンを回収



１）プラスチックのリサイクルにおける現状と課題

■プラスチックごみ※１は10年間で最多。３年連続で増加している。

日本容器包装リサイクル協会によると、

2021年度に、市区町村からリサイクル

事業者に引き渡されたプラスチック製容

器 包 装 （ ペ ッ ト ボ ト ル を 除 く ） は

686,467トンで、過去10年で最多量を

記録しました。

２０１９年度から３年連続で増加してい

ます。

■プラスチックのリサイクル率は24％

２０20年に国内で廃棄されたプラスチック約822万トンのう

ち、リサイクル率は24％程度にとどまっています。

また環境省が2022年に８都市で行った調査によると、家庭ご

みの約50％（容積比）がプラスチック製容器包装でした。しかし

プラスチック製容器包装のなかには多種類のプラスチックを重

ね合わせて作る複合材も多く、また再資源化のコストが高く、有

価物になりづらいため、低いリサイクル率にとどまっています。

ただし、PETボトルは大半がリサイクルされており、サーマルリ

カバリーはほとんどありません。

出典：日本容器包装リサイクル協会

高齢者の一人暮らしや夫婦のみの世帯は増え続けています。このような世帯の少量の食事では、プラスチック容器

のパック入りの惣菜を購入する機会も増え、家庭から出る容器包装プラスチックごみは更に増加していくと予想され

ます。また認知症など生活支援が必要な高齢者世帯ではごみ分別が困難な状況も増えており、目を背けられない超

高齢社会の課題となっています。

■超高齢社会とプラスチックごみ※１

出典：環境省「容器包装廃棄物の使用・排出実態調査の概要（令和3年度）」

家庭ごみ中の容器包装廃棄物の割合 （令和3年度・容積比）

※四捨五入による合計の不一致あり
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プラスチック製容器包装 年次引き取り実績推移

26万t
（6%）

27万t（3%）

26万t
（6%）

※四捨五入による合計の不一致あり

一般社団法人 プラスチック循環利用協会
『2020年プラスチック製品の生産・廃棄・再資源化・
処理処分の状況マテリアルフロー図』を参考に作成
http://www.pwmi.or.jp/pdf/panf2.pdf

173万t
（21％）

509万t
(62％)

68万t
（16％）

255万t
(62％)

61万t
(15％)

11２万t
(14％)

リ
サ
イ
ク
ル
計

一般廃棄物のみ
411万t

一般・産廃含む
822万t

2020年 プラスチック廃棄物の再資源化

27万t（3%）

27万t（7%）

リ
サ
イ
ク
ル
計

■マテリアルリサイクル
再生利用

■ケミカルリサイクル
高炉・コークス炉原料/ガス化/
油化 等

■サーマルリカバリー（熱回収）
ガス化/固形燃料/発電焼却/
熱利用焼却 等

■未利用
単純焼却・埋立

※1 容器包装プラスチックごみ

http://www.pwmi.or.jp/pdf/panf2.pdf
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１）プラスチックのリサイクルにおける現状と課題

プラスチックは、①簡単に自由な形に成形できる、②軽い、③様々な性質を選べる（透明性・柔らかさ）、④耐水性、⑤ガ

スを通しにくい、⑥安価 等の性質を同時に満たす、優れた素材です。そのため、様々な利用用途に合わせたプラスチッ

クは100種類を超え、今後も生産量増加が予想されています。

プラスチックのリサイクル方法は、「マテリアルリサイクル（材料リサイクル）」、「ケミカルリサイクル」に大別されます。

また廃棄物焼却の際に発生する熱エネルギーを回収して利用する「サーマルリカバリー（熱回収）」もプラスチック廃棄物

の有効利用のひとつに上げられます。

日本のプラスチック廃棄物の総量約8２２万トン（20２０年）に対して、リサイクル率は8６％と示されることがあります

がこれは実際には「サーマルリカバリー（熱回収）」を含んでいます。しかし国際基準には「サーマルリカバリー（熱回収）」

は、リサイクルに含まれておらず、実際の日本のプラスチック廃棄物のリサイクル率は「マテリアルリサイクル（材料リサイ

クル）」、「ケミカルリサイクル」を足した2４％ほどとなっています。

マテリアルリサイクル
（材料リサイクル）

廃プラスチックを原料
としてプラスチック製品
に再生する手法

サーマルリカバリー
（エネルギー回収、

熱回収）

廃プラスチックを固形
燃料にしたり、焼却し
て熱エネルギーを回収
する手法

ケミカルリサイクル

廃プラスチックを化学
的に分解するなどして、
化学原料に再生する
手法

作業着、ユニフォーム、
シャツ、トレー、文具、洗剤用ボトル、
飲料用ボトル、パレット、
コンテナ、ベンチ、フェンス、遊具、
建設資材、公園・道路・鉄道・農林水産関係の用品や施設、自動車部品

ボトルtoボトル（ボトルからボトルへの再生）

ガス化・油化は、燃料として再利用する場合は「サーマルリカバリー」ということもできます。

プラ製品化

製鉄所で使う還元剤

ボトルtoボトル（ボトルからボトルへの再生）

高炉原料化

原料・モノマー化

コークス、炭化水素油、コークス炉ガス

コークス炉化学原料化

水素、メタノール、アンモニア、酢酸などの化学工業原料、燃料

ガス化

生成油、燃料

油化

セメント製造時の原燃料

セメント原・燃料化

RPFなど

固形燃料化

温水（温水プール、浴場）、暖房、電気など

ごみ焼却熱利用・発電

※写真提供：日本容器包装リサイクル協会

※一般社団法人 プラスチック循環利用協会『プラスチックとリサイクル8つの「?」』プラスチックのリサイクル手法と成果物 分類図を参考に
マテリアルリサイクルにボトルtoボトルを追加、用語の統一の観点からサーマルリサイクルをサーマルリカバリーに変更
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■プラスチックのリサイクルに関する歴史

■ネットゼロ宣言
ネットゼロ宣言とは、温室効果ガスの排出量から吸収量・除去量を差し引きし、実質ゼロ（ネットゼロ）を目指すこ

と。近年、多くの国や自治体、企業がその意思表明をしており、日本政府は、 2020年10月の菅首相による所信表

明演説で「2050年までに温室効果ガスの排出量を差し引きゼロにする」と宣言しました。

■バーゼル条約
2017年に中国が環境汚染を理由に廃棄プラスチックの輸入規制を行ったことで東南アジアへの輸出が増加。これ

らが不適切に処理され海洋汚染を引き起こしているとされ、2019年に条約の附属書改正、2021年1月よりリサイ

クルに適さない汚れたプラスチック等を輸出する際に相手国の同意が必要となりました。

1970年 「廃棄物処理法（廃棄物の処理及び清掃に関する法律）」公布 ※産業廃棄物の処理責任の明確化

1995年
「容器包装リサイクル法（容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律）」公布

※プラスチック製容器包装は2000年から再商品化が義務付け

1997年 「京都議定書」採択

2000年 「容器包装リサイクル法」全面施行

2000年 「循環型社会形成推進基本法」公布 ※循環型社会の形成に向け実効ある取組の推進を図る

2015年 「パリ協定」採択 国連総会2030アジェンタ採択 SDGs（持続可能な開発目標）

2018年 「海洋プラスチック憲章」採択 （※日本は署名拒否）

2019年 「有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規制に関するバーゼル条約」付属書改正

2019年 「プラスチック資源循環戦略」策定 ※３R＋Renewableを基本原則とする戦略

2019年
G20「大阪ブルー・オーシャン・ビジョン」採択

※2050年までに海洋プラスチックごみによる追加的な汚染をゼロにまで削減を目指す

2020年 2050年カーボンニュートラル表明（ネットゼロ宣言）

2021年 「プラスチック資源循環促進法（プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律）」公布

2022年 「プラスチック資源循環促進法（プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律）」施行

■プラスチック資源循環促進法 ※2022年4月施行
プラスチック使用製品の設計・製造、販売・提供、排出・回収・リサイクルの各段階で、資源循環等の取り組み（3R+ 

Renewable）を促進するための措置を講じる法律として2022年４月より施行。

・コンビニ等でのスプーンやフォークなど消費者に無償提供されるプラスチック製品を削減するため、
提供事業者に対し、ポイント還元や代替素材への転換の使用の合理化を求める措置を講じます。

①設計・製造

②販売・提供

③排出・回収・リサイクル

プラ製品の設計を
環境配慮型に転換

使い捨てプラをリデュース

排出されるプラをあまねく
回収･リサイクル

プラ製品の環境配慮設計に関する指針に即した、環境配慮製品を国が初めて認定、
消費者が選択できる社会へ

・製造事業者等向けのプラスチック使用製品設計指針、環境配慮設計指針を策定するとともに、
指針に適合したプラスチック使用製品の設計を認定します。

・国等が認定製品を率先して調達したり、リサイクル設備を支援することで、認定製品の利用を促進。

小売・ サービス事業者などによる使い捨てプラの使用を合理化し 、
消費者のライフスタイル変革を加速

あらゆるプラの効率的な回収・リサイクルを３つの仕組みで促進

・市町村が行うプラスチック資源の分別収集 ・リサイクルについて、 容器包装プラスチックリサイク
ルの仕組みを活用するなど効率化します。
・使用済プラスチックについて、製造事業者等の計画を国が認定することで廃棄物処理法上の許
可を不要とする特例を設けます。

※出典：環境省：【概要】プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律案 （スペースの制限から語尾等を一部変更・省略）

※「神戸プラスチックネクスト～みんなでつなげよう。つめかえパックリサイクル～」は、経済産業省・環境省のパンフ

に先行事例として掲載。 https://plastic-circulation.env.go.jp/wp-content/themes/plastic/assets/pdf/pamphlet.pdf
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■日本のプラスチックリサイクルの課題
①世界基準とは異なる「サーマルリカバリー」が大半を占める日本の廃棄プラスチックの活用

20２０年の廃棄プラスチック総排出量は約822万トン。このうち、マテリアルリサイクル173万トン（21％）、ケミカル

リサイクル27万トン（3％）、これにサーマルリカバリー（熱回収）509万トン（62％）を合わせて約86％が有効利用さ

れています。しかし、廃棄プラスチックを燃やした際に得られる熱をエネルギーに変える活用法であるサーマルリカバリ

ーには一定の意義はあるものの、温室効果ガスの排出量の実質ゼロを目指す「ネットゼロ社会」の国際基準ではリサイ

クルの範疇に含まれておらず、日本のプラスチックリサイクル率は諸外国に比べて低くなっています。

②家庭から分別回収されるプラスチック製容器包装の割合はおよそ半分程度。
家庭から排出されるプラスチック製容器包装のうち、分別回収されている割合はおよそ半分程度に留まっています。

これは分別収集と選別保管に係わる自治体のコスト負担も大きいこと、また汚れたプラスチック製容器包装が分別収
集されないことが大きな要因となっています。

③プラスチック製容器包装は、再資源化のコストが高く、有価物として買い取られない。
1970年代から80年代にかけて分別収集制度が普及する段階で、プラスチックは対象物とはなりませんでした。プ

ラスチックの再資源化産業がなく、有価で買い取る事業者が存在しなかったからです。ペットボトルは、1995年の容器
包装リサイクル制度の導入当初は生産者が再資源化費用を負担しなければならない状況でしたが、2006年以降は有
価物として買い取られるようになりました。
しかし、ペットボトル以外のプラスチックは現在に至るまで、生産者が費用を支払う必要がある状況に変化はありませ
ん。これは、再資源化のコストが大きく、再資源化製品の価格ではビジネスが成立しないためです。

１）プラスチックのリサイクルにおける現状と課題

サーキュラー・エコノミー(循環型経済）とは？ ～線形経済から循環型経済へ～

「大量生産・大量消費・大量廃棄」を基本とする従来の一方向型の「線形経済」に代わり、製品と資源の価値を可能な限

り長く保全・維持し、廃棄物の発生を最小化した循環型の経済を指します。従来の「3R（削減・Reduce、再利用・

Reuse、再生・Recycle）」を基本に、シェアリングやサブスクリプションといった循環性と収益性を両立する新しい

ビジネスモデルの広がりも踏まえ、持続可能な経済活動として捉え直したものです。2020年5月には経済産業省か

ら今後の日本が取り組むサーキュラー・エコノミーへの方針をまとめた「循環経済ビジョン2020」が発表されました。

■循環型社会への移行と課題
2000年に成立した循環型社会形成推進基本法は、廃棄物処理の優先順位を、①発生抑制（リデュース）、②再使用

（リユース）、③再生利用（リサイクル）、④熱回収（サーマルリカバリー）、⑤適正処分（埋立、焼却）の順としています。

現在、廃棄物の最終処分では、焼却灰のみ（約１割）

を埋め立てていますが、最終処分場の新規開設も年

を追う毎に困難になっています。そのため、ごみとし

ての処理量を減らす必要があり、さらなる３R（リ

デュース、リユース、リサイクル）の推進が求められて

います。

2020年には、メーカーや小売が共同し、繰り返し

使用できる容器を使った循環型ショッピングプラット

フォーム「Loop(ループ)」が日本に上陸しました。

メーカーや小売事業者、消費者が、“作って、使って、

捨てて終わり”ではなく、自治体やメーカー、小売、リ

サイクラー、消費者などが協力してリサイクルを行う

新しい仕組みが必要となっています。

環境省：一般廃棄物の排出及び処理状況等（各年度）をもとに作成

大気へ放出

リサイクル

焼却灰
最終処分（埋立）

焼
却

最
終
処
分
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■天然資源の消費を抑え、

使用済み製品を同じ製品に再生する「水平リサイクル」とは
「マテリアルリサイクル（材料リサイクル）」には、元の製品とは異なる別の製品へ再生する一般的なリサイクルと、使用

済み製品を資源に戻して元の製品と同じものにリサイクルする「水平リサイクル」があります。「神戸プラスチックネクス

ト～みんなでつなげよう。つめかえパックリサイクル～」では、この「水平リサイクル」を目指しています。

現在の多くのリサイクルでは、異なるプラスチックや不純物が混じることを前提としてリサイクルされています。その

ため、一度製品として使用されると、再び最初の同じ製品に戻すことが難しく、別の製品へのリサイクルを繰り返した

後、最終的にはごみとして処理されることになります。

それに対して、元の製品に使える品質の素材に戻してから原料とする「水平リサイクル」では、新たな資源の消費を抑

えて、元の製品と同じものを生み出すことができます。

品質低下に応じた様々な水準の再生品へのリサイクルがなされることは、３Rの推進の観点からは意義があることで

すが、2050年までに温室効果ガス排出について実質ゼロを目指す 「ネットゼロ社会」においては、「水平リサイクル」

の推進がとても重要となってきます。

つめかえ
パック

現在のほとんどのリサイクル

パレット
擬木

ごみ
処理

水平リサイクル

廃棄

選別

製品製造

素材
製造

つめかえ
パック

「水平リサイクル」は、回収した製品から同じ製品を作るので、生活者にとってわかりやすく、これまでのリサイクルと

比較して、多くの場合、環境負荷が少ないと考えられます。

また「水平リサイクル」には、ごみ処理量の削減だけではなく、もう一つ重要な社会的インパクトがあります。それは、「

水平リサイクル」が循環型社会にむかっていくための強い駆動力となることです。

現在ほとんどの生産者は、「容器包装リサイクル法」に従い、製品の容器と包装の素材と使用量に応じたリサイクルの

委託料金を支払って法律上の責務を果たしています。これによってごみだった容器包装プラスチックが資源としてリ

サイクルされるようになりました。

プラスチックの委託料金は高額ですが、生産者がこの委託料金を削減しようとすれば、素材を変えるか、使用量を削

減するほかなく、素材を変えることが難しい場合は軽量化を進めるほかありません。軽量化以外にリサイクルを容易に

する可能性などがあったとしても、 使用するプラスチックの重量×素材ごとの単価で委託料が決まるため、自社の製

品だけを改良しても重量が同じだと料金は変わらず、そのような技術的可能性を追求する動機はありません。

近年、ペットボトルのボトルtoボトルリサイクルが急激に伸び、再生PET樹脂は、石油から生産されたPET樹脂を上回る

価格の有価物として取引され、飲料メーカー各社が高い目標を掲げて自主的に回収リサイクルを始めています。また日

用品容器包装に関しても花王・ライオンでは2025年に1万トン回収という目標を掲げています。このように高いレベ

ルの目標を生産者が宣言すると、軽量化を唯一の目的とした技術開発にとどまらず、幅広く回収やリサイクルを容易

にするための技術開発が進められます。この種の技術開発はこれまで行われてこなかったので、人・モノ・金の投入が

必要ですが、フロンティアでもあります。この意味では、「水平リサイクル」のポイントは、同じ製品に使われるという結

果よりも、自社の製品を回収物から生産するためのプロセスの方が社会に与えるインパクトは大きく、循環型社会の

実現において「水平リサイクル」は社会変革のドライバーの役割を果たすと考えられます。

■「水平リサイクル」は、循環型社会への強い駆動力。



各業界の「水平リサイクル」実現へ向けた取り組み

２）「水平リサイクル」について

7

■「水平リサイクル」における品質保持について
回収した製品から同じ製品を作る「水平リサイクル」の場合でも、回収した製品を100%使うことはできません。汚

れや不純物の問題や、生産工程で不良品が発生することもあります。この意味では、回収した製品を全て同じ製品の

原料として使うことは可能ですが、それによって回収した製品と同じ量の製品を作ることはできません。

例えば、日本コカ・コーラは、歩留まりに考慮するという要因も踏まえて、「2030年に全てのPETボトルでバージン

樹脂の使用を0とし、90%を回収ボトル、10%を植物由来原料とする」ことを目標としています。

現在、「水平リサイクル」を進める際の樹脂の物質低下という課題への研究も活発化しています。国立研究開発法人

新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）では、廃棄されたプラスチックの劣化原因を解明し、元のプラスチッ

ク材料と遜色ない材料に再生する技術についても研究が進められています。

ペットボトル （神戸市の自治体回収）
家庭から排出されるペットボトルは、自治体が缶・びんとともに収集
し、「容器包装リサイクル法」に基づいて｢日本容器包装リサイクル協
会｣に引き渡してリサイクルされます。しかし何にリサイクルするかは
自治体側では選べず、繊維などペットボトル以外の製品に再生され
ているのが現状です。神戸市は、家庭から収集した使用済みペットボ
トルを新たなペットボトルへ戻す「ボトルtoボトル」リサイクルを、令
和４年度より実施しています。
https://kobeplasticnext.jp/next/bottle-to-bottle-kobe/

タイヤ
現在、日本における使用済みタイヤの6割以上は焼却し、サーマルリ
カバリー(熱回収)していますが、その際に二酸化炭素(CO2)排出
を伴います。
それらの削減および資源循環の実現に向けて、ブリヂストンでは、使
用済みタイヤから、タイヤ製造に使える合成ゴムやカーボンブラック
等の素原料に戻す取り組みに挑戦しています。タイヤの水平リサイク
ルに向けた活動『EVERTIRE INITIATIVE』では、企業の垣根を
越えた技術開発・バリューチェーンの構築を開始。2030年までに大
規模実証試験を実施し、その後の早期事業化を目指しています。
https://www.bridgestone.co.jp/technology_innovation/evertire_initiative/

クリアホルダー
法人・個人向けのeコマース事業を展開するアスクルは、クリアホルダ
ーが単一素材、ほぼ同一形状であることに着目し、効率のよい資源循
環を実現できるという考えに基づき、使用済みクリアホルダーの回収
を続けています。回収した使用済みクリアホルダーは、約99%を再資
源化できることを確認しており、現在、再製品化に向けた検討を進め
ています。
【参加社数】 累計 590社 （2021 年 1 月～2022 年 8 月）
※事業所カウントを含む
https://www.askul.co.jp/kaisya/shigen/

https://kobeplasticnext.jp/next/bottle-to-bottle-kobe/
https://www.bridgestone.co.jp/technology_innovation/evertire_initiative/
https://www.askul.co.jp/kaisya/shigen/
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日用品メーカー各社は、製品の濃縮によるコンパクト化、つめかえ・付替え用製品の開発・発売により、消費者が使

用した後で廃棄する容器包装へのプラスチック使用量の削減努力を続けています。これによって、製品の売り上げが

増加してもプラスチックの使用量の増加を抑制してきました。

なかでも、つめかえパックのフィルム容器は本体ボトルに比べ、プラスチック使用量が70～80％削減されており、

リデュース（発生抑制）に大きく貢献してきました。

日本石鹸洗剤工業会の発表によると、 2020年の対象製品群８品目のプラスチック使用量は、1995年比で

19.8％増加していますが、｢製品出荷量あたりの容器包装プラスチック使用量(原単位)」で見ると、 2020年は、

49.3kg/トンで前年より小さくなり、1995年比で42％減少しています。（左下図参照）

日本では世界的に例がないほど「つめかえパック」が浸透しており、その結果、販売されている容器の80％がつめ

かえ・付替え用製品となっています。 （右下図参照）

石鹸洗剤業界における容器包装プラスチック使用量の推移（1995年～2020年）

■つめかえパックにおけるフィルムの“難リサイクル性”

リデュースの優等生と言えるつめかえパックですが、一方でリサイクルには苦戦している現状があります。

つめかえパックに使用されるフィルムは、耐光性、シール性、防湿性、ガスバリア性など、様々な特徴を持つ複合素材

です。フィルムには、主成分のポリエチレンをはじめ、ＰＥＴ、印刷面のインキや接着剤、アルミ等が含まれており、この

ような構造が中身の保護や薄さを可能にしていますが、一方でリサイクルの難易度を高めています。

色、強度の低下、不純物などの課題があり、生活者が使用する製品としてリサイクルするには、高い技術が必要とな

ります。 つめかえパックのフィルム断面図イメージ（例）

《日用品》《シャンプー、リンス》

■プラスチック使用量と原単位指数

※原単位…製品出荷量あたりの容器包装プラスチック使用量 出典：日本石鹸洗剤工業会

■詰替え・付替え製品出荷量の推移
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現在、フィルム容器（つめかえパック）は容器包装リサイクル法の「その他プラ」（その他プラスチック製容器包装）と

いう分類で、神戸市でも回収されています。

日本容器包装リサイクル協会によると、2021年度には、家庭からの排出量131.8万トンのうち、46.3万トンが

リサイクルされています。

家庭から排出される 「その他プラ」の中でも、ボトル容器はリサイクルが比較的容易で、容器包装リサイクル法の

自治体回収ルートでリサイクルされますが、フィルム容器は、内側が洗いづらく汚れたものは「燃えるごみ」として出

されたり、また複合素材でできていることからリサイクルが難しく、多くはサーマルリカバリーによる発電などの用

途で使われ、CO2として排出されています。

またパレットや擬木などにはマテリアルリサイクル（材料リサイクル）も行われてはいるものの、生活者の手元に届

く製品にはリサイクルされていない現状にあります。

■つめかえパックのリサイクルにおける課題

プラスチックごみの発生抑制に貢献してきたつめかえパックですが、ネットゼロの社会を見据えたとき、これから

はリサイクル率を向上させ、更にはつめかえパックから再び生活者が使用するつめかえパック製品に戻す「水平リ

サイクル」の実現に向けて、更に努力を重ねていく必要があります。

「水平リサイクル」の実現には、フィルム再生技術の向上はもちろん、

■生産段階からリサイクルしやすい素材や形状等を考慮したフィルム開発

■自治体と連携した回収の効率化やコストダウン

■つめかえパックの分別・回収への生活者の理解促進

■回収したつめかえパックの効率的な選別

などが必要と考えられ、「神戸プラスチックネクスト～みんなでつなげよう。つめかえパックリサイクル～」では、

市民・メーカー・小売・リサイクラーが一丸となって、これらの課題解決に挑戦していきます。

出典：日本容器包装リサイクル協会
（用語統一の観点から材料リサイクルをマテリアルリサイクルに変更)

令和3年度 プラスチック製容器包装のリサイクル製品

※白色トレイを除く

サーマル
リカバリー

詰め替え
パック

マテリアル
リサイクル

ケミカル
リサイクル

「その他プラ」

「燃えるごみ」

詰め替え
パック

アンモニア等
の原料

中が汚れたプラ、
複合素材のプラなどが取り除かれ、

サーマルリカバリーへ

CO2

選別

マテリアルリサイクル
40.3％

ケミカルリサイクル
59.6％
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取材協力） つめかえパック リサイクルのパイロット施設

「神戸プラスチックネクスト～みんなでつなげよう。つめかえパックリサイクル～」 で回収したつめかえパックの
フィルム容器は、リサイクラーによって選別され、花王和歌山研究所のパイロットプラントへ運ばれて、再生処理を
行い、リサイクル技術の研究開発を進めていきます。

また家庭からでるプラスチック容器包装の分別回収およびリサイクルの状況・課題を調査し、効果的な分別回収
プロセスやリサイクルしやすい容器包装の設計などを検討して、つめかえパックの「水平リサイクル」の技術確立を
目指します。

①紙シール等のついたつめかえパックを目視で除
去した後、金属探知機でアルミ箔を含むフィルムを
除去します。

②洗浄破砕機にて、洗浄しながら破砕したあと、
乾燥させます。（1センチ角程度）

③微粉砕機にて、さらに細かく粉砕します。

④溶融混錬機で溶かして練った後、棒状に押し出し、
水で冷却した後カットしてペレットにします。

⑤ペレットをフィルム化した後、フィルムの状態、
耐久性などを評価します。

容
器
製
袋

フ
ィ
ル
ム
成
型

溶
融
混
練
・ぺ
レ
ッ
ト
化

選
別
（異
物
な
ど
）

洗
浄
・粉
砕
・乾
燥

■花王和歌山工場
（和歌山県和歌山市湊1334 南海本線「和歌山市」駅より車で約10分）

花王の国内外の生産工場の中でも最大規模となる和歌山工場は、フィ
ルム容器リサイクルのパイロットプラントがある和歌山研究所、最先端の
エコ技術を体験できる花王エコラボミュージアムを併設しています。

「神戸プラスチックネクスト～みんなでつなげよう。つめかえパックリサイクル～」
再生プラスチックを使用したフィルム容器のパイロットプラント

約100世帯の
年間使用容器の
容量比較
※1家庭で1ヶ月に
在来品1本使用
と仮定

花王エコラボミュージアムの展示

地球環境と花王
のエコ技術の情報
発信ミュージアム

こんな展示も！

⑥フィルムからつめかえパックを製袋し、
耐久性や、外観、中身を入れて問題なく
保存できるか等、評価します。

日本シーム株式会社製小型洗浄脱水機SW-408型カタログから引用



取材協力） リサイクラー（再資源化事業者）

（東京都千代田区神田鍛冶町三丁目6番地7 ウンピン神田ビル5階）

「自然資本と人間関係資本が増加する持続可能な社会づくり」をミッションに掲げ、サステナブルな経営・地域運営を目

指す企業や自治体に対して、ビジョン策定から現場での実行まで統合的な支援サービスを提供している会社です。

高い再資源化率を誇る神戸エリアの資源回収拠点

■大栄環境株式会社
六甲リサイクルセンター

https://www.dinsgr.co.jp/
（神戸市東灘区向洋町東二丁目2番4）

■アミタ株式会社 （アミタホールディングス株式会社の100％子会社）

「神戸プラスチックネクスト～みんなでつなげよう。つめかえパックリサイクル～」
資源再生のスキーム

六甲リサイクルセンターでは、２０１１年４月より、

神戸市容器包装中間処理業務を受託しており、神戸

市内から集められた容器包装プラスチックを選別・

梱包・搬出し、現在はグループの㈱プラファクトリー

で物流パレットを製造しています。

大栄環境グループでは、2022年4月に施行され

たプラスチック資源循環促進法やカーボンニュート

ラルに向けた対応を進めており、廃プラのマテリア

ルおよびケミカルリサイクルに取組んでいます。

経済産業省のリサイクル産業実態調査（令和元年度統計表）によると、廃棄物処理法における産業廃棄物及び各

個別リサイクル法における対象品目等について収集・運搬、中間処理、再資源化（リサイクル）等といった事業を営

む事業者が属する産業を「リサイクル産業」としています。リサイクル産業のうち、再資源化に取り組む企業「リサイ

クラー」は、リサイクル産業全体の約18％で309社となっています。

「神戸プラスチックネクスト～みんなでつなげよう。つめかえパックリサイクル～」では、リサイクラー（再資源化事

業者）のアミタ㈱が契約などの全体調整（コーディネート）、大栄環境㈱は回収・選別・保管を行い、神戸市・メーカ

ー1２社と一緒になって評価を行います。
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大栄環境 六甲RCでの品質確認会(2022年4月22日）

回収つめかえパックの状況などをフィードバック

回収したつめかえパックをA品・B品・C品に分けて選別。

月１回、重量を図って報告し、12社ごとに分けて企業ごと

の数や、きちんと洗えているか等の評価を行う。日用品メ

ーカーの担当者も参加した「品質確認会」では、一緒に評

価、議論を行います。

https://www.amita-hd.co.jp/

コープこうべ：3４店舗
（コープこうべの自社便で集約）

A品
（12社

品）

https://www.dinsgr.co.jp/


取材協力） 識者のご紹介

■廃棄物政策の専門家

12

石川 雅紀（いしかわ まさのぶ）

神戸大学名誉教授、叡啓大学特任教授
ＮＰＯ法人ごみじゃぱん代表理事

学 位：工学博士（東京大学工学部）
所属学会：環境経済政策学会、日本エネルギー資源学会、日本包装学会、化学工学会等
研究分野：環境経済システム分析、LCA、リサイクル、省エネルギー
生年月：1953年7月

学歴： 1977年3月 東京大学工学部卒業
1979年3月 東京大学工学系大学院修士課程化学工学専攻卒業
1984年3月 東京大学工学系大学院博士課程化学工学専攻単位修得退学
1989年3月 工学博士（東京大学工学部）

Study of models for coastal environmental management

職歴： 1984年-1985年 （財）工業開発研究所 主任研究員
1985年-1990年 東京水産大学水産学部食品工学科 助手
1990年-2003年 東京水産大学水産学部食品生産学科 助教授
2003年-2019年 神戸大学大学院経済学研究科 教授
2019年- 神戸大学 名誉教授
2021年- 叡啓大学ソーシャルシステムデザイン学部特任教授

委員等： 2019年9月- 経済産業省 産業構造審議会 産業技術環境分科会廃棄物・リサイクル小委員会
レジ袋有料化検討ワーキンググループ委員

2019年11月- 消費者庁 食品ロス削減推進会議 委員
2019年12月- 環境省 食品ロス・食品リサイクルに関する検討会 座長
2020年2月- CLOMA(Clean Ocean Material Alliance) 分別回収横断テーマチーム アドバイザー
2020年5月- 経済産業省 プラスチック資源循環戦略ワーキンググループ 委員
2020年6月- (公財)自動車リサイクル促進センター 理事
2020年10月-2021年3月

神戸市 食品ロス削減アクションメニュー改訂等検討ステークホルダー会議 委員

論文： Consumer Willingness-to-pay for Packaging and Contents in Asian Countries, 
Risa Kojima and Masanobu Ishikawa, Waste Management 68, pp724-731 2017

漁具を含めた海洋プラスチック問題対策の方向性、廃棄物資源循環学会誌 30(2), 
pp106-114, 2019

研究： 容器包装廃棄物の発生抑制政策、容器包装、食品、家電、自動車のリサイクル政策、食品ロス削減政策

社会的活動： 2006年よりNPO法人ごみじゃぱんを立ち上げ代表理事に就任
・容器包装を簡易化した商品を推奨する「減装ショッピング」
・食品ロスダイアリーによる家庭系食品ロスの発生抑制などのプロジェクト推進
・日用品の詰め替えパウチ回収のソーシャルシステムデザイン



取材協力） 識者のご紹介

■企業の環境活動に関する専門家

■ サステナブルデザインの専門家

関根 久仁子（せきね くにこ）

環境カウンセラー（事業者部門）/環境経営士/森林インストラクター

早稲田大学卒業後、日米欧自動車会社勤務を経て、スターバックスで約12年間環境担当。
コーヒー豆かすリサイクルループ（大臣認定）等3R、環境配慮店舗、倫理的な調達、環境教
育等推進を推進。第2回食品産業もったいない大賞農林水産大臣賞受賞に寄与。

海洋プラ問題に取り組む環境ITベンチャー（ピリカ）等を経て、現在は、フリーランスとして
、企業や自治体などのSDGs・環境の活動支援、FSC認証木材普及等に取り組み中。

NPO法人ごみじゃぱん 研究員として、神戸市プラスチックネクストつめかえパックリサイ
クルPJの事務局を務める他、東京都サーキュラーエコノミー推進センター（顧問）、埼玉県
プラスチック資源の持続可能な利用促進プラットフォーム（アドバイザー）・港区３R推進行
動会議（委員）など、官民連携の支援を行っている。

資格： 環境省 環境カウンセラー（事業者部門）、環境経営士、日本環境衛生センター/産業廃棄物処理業の
許可申請に関する講習会の収集・運搬・処分過程修了、環境省 プロジェクトWET指導者、
森林インストラクター、３R検定取得

参画事業、表彰受賞履歴等：
平成26年度 第2回食品産業もったいない大賞 農林水産大臣賞
平成26年度 関東農林水産関連企業環境対策協議会創立40周年記念功労賞 関東農政局長賞受賞
平成28年度～29年度 環境省「二酸化炭素排出抑制対策事業」（神戸市・近畿大学と協業）
令和2年度 環境省 プラスチック・スマート アドバイザリーボードに、コアメンバーとして選定を受け参画
令和３年度 環境カウンセラー 環境保全活動表彰循環型社会貢献賞【事業者部門 】

益田 文和 （ますだ ふみかず）

株式会社オープンハウス代表取締役/デザインコンサルタント
名古屋学芸大学客員教授及び金沢美術工芸大学名誉客員教授

1949年10月生まれ、東京都出身。1973年東京造形大学デザイン学科卒業。
2000～2015年まで東京造形大学デザイン学科教授（インダストリアルデザイン／サス
テナブルプロジェクト）を務める傍らグッドデザイン賞審査委員、公益財団法人日本デザ
イン振興会理事などを歴任。
2006年から2016年まで日本各地のほか、タイやインドネシアで毎年開催してきたサ
ステナブルデザイン国際会議を主宰。2013年に活動拠点を東京都心から山口県中山間
部に移してサステナブルデザインを実践している。

著書: 「エコデザイン ベストプラクティス100」（共著／ダイヤモンド社）、「エコデザイン」（共著／東大出版会）等

委員等：キッズデザイン賞審査委員長、環境省グッドライフアワード実行委員長、
ウッドデザイン賞審査委員（木製品分野長）、IAUDアウォード審査委員（副委員長）等

「神戸プラスチックネクスト～みんなでつなげよう。つめかえパックリサイクル～」に寄せて

企業が自治体と連携して市民とともに取り組む社会の仕組みづくりは、サステナブルプロジェクトの理想的な形で
すが、これまで日本ではなかなか実現に至りませんでした。神戸から始まるこのプロジェクトは大きな社会変革をも
たらす第一歩になると期待しています。また未来を担う子ども達へ広め、環境への素直な疑問を生活の中へ持ち込
んで家族と一緒に考えてもらうことで、多くの市民の皆さんが自分事化していただけるのではないでしょうか。
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参考）メーカー各社のご紹介

アース製薬株式会社

アース製薬では、製品のライフサイクル全体での環境負荷低減を意識した3Rの視点で製品
開発に取り組んでいます。例えば、「アース虫よけネットEX」は、容器に再生プラスチックを
使用しています。再生プラスチックを使用した製品は68アイテムあり、年間で合計約1084
トンとなります。また、紙製の容器を使用している製品のうち約87%が再生紙を使用し、
154アイテムが該当します。そのうちの一つが当社の入浴剤「バスロマン」シリーズで、これ
は容器本体紙部分の約77％に再生パルプを使用しており、紙容器は全てFSC森林認証紙
を使用しています。

花王株式会社
花王はつめかえ容器の革新によるプラスチック使用量の削減など様々なESG視点でのよき
モノづくりを通じて環境負荷低減に取り組んできました。そして、「使ったら、捨てる。このあ
たりまえを変えたい」をコンセプトとするリサイクリエーション活動のもと、つめかえパックリ
サイクルにも積極的に取り組んでいます。神戸市での本プロジェクトで得られた知見を国内
外に広げるとともに、容器をよりリサイクルしやすいような素材や形状にするための研究や、
再生プラスチックの開発・活用の研究にも取り組み、そのリサイクル率の向上と水平リサイク
ルの実現をめざします。

牛乳石鹸共進社株式会社

株式会社コーセー

コーセーグループは、2030年までに販売する新製品のプラスチック容器すべてを、4R
（Reduce/Reuse/Recycle/Renewable）のいずれかに対応した設計にすることを目
指し、サステナビリティに配慮した容器を採用していきます。今後は、より積極的に環境負荷
を低減した容器の採用や、水平リサイクルの推進などにより、グループ全体でプラスチック
使用量の削減と循環型社会の実現に向け、取り組みを推進していきます。

https://www.cow-soap.co.jp/

クラシエホールディングス株式会社

2021年中期経営計画サステナビリティ経営目標を策定し、誰もが「夢中になれる明日」を
迎えることが出来るよう、夢中を阻害する要因を減らし、夢中を増やす活動を推進してい
ます。製品関連では、再生プラスチックやバイオマスプラスチックの採用、アイキャッチシー
ルの不採用、FSC認証紙への切り替えなど、環境に配慮した製品設計を順次進めていま
す。またクラシエの商品や事業活動そのものを活用し、日本を取り巻く社会課題の解決に
貢献する活動、未来が生まれる教室を展開しています。
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https://kracie.disclosure.site/ja

https://www.kao.com/jp/corporate/sustainability/

https://corp.earth.jp/jp/csr/index.html

固形石けん『カウブランド赤箱』『カウブランド青箱』では、エネルギーや紙のリサイクルを行っ
ています。原料として使用している「石ケン素地」は独自の釜炊き製法で作られますが、この
製法では甘水という廃液が発生します。そこで2013年に日本初の「甘水エコロジープラン
ト」を導入し、甘水に含まれるグリセリン(有機物）を分解してバイオガスを生成し、ボイラー燃
料としてエネルギーを再利用するシステムで、大幅な省エネルギー、省CO2、産業廃棄物の
削減を実現しています。また、一部の製品にバイオマス（植物由来）プラスチックを採用し、石
油由来のプラスチック使用量削減にも努めています。

https://www.kose.co.jp/company/ja/sustainability/



サラヤ株式会社
サラヤは1952 年の創業時から環境のことを考え、天然素材を用いた商品づくりをコンセプ
トに様々な商品開発・販売を行ってきた歴史があり、プラスチック問題についても取り組んで
きました。現在は、2030年までのプラスチック資源循環方針を策定し、ステークホルダーの
垣根を越えた活動を展開しています。
また、誕生から50年以上のロングセラーブランド『ヤシノミ洗剤』は、1982年に日本で初め
て食器用洗剤の詰替パックを発売し、手肌と環境への優しさという基本的なコンセプトを守
りながら、時代や生活者ニーズに合わせて進化し続けています。

サンスター株式会社

サンスターグループでは「2030年環境中長期目標」を2021年3月に公表しました。その
目標実現に向け、Reduce(プラスチック使用量削減、脱プラスチック設計)、Reuse(再利
用)、Recycle(リサイクル材使用、リサイクルし易い設計)、Renew（植物由来プラスチック
使用）、Biodiversity（生物多様性保全）の視点で環境に配慮した製品開発を進めていま
す。

シャボン玉石けん株式会社

1974年より環境負荷の少ない無添加石けんの製造・販売を通して、いち早く環境保全に取
り組んできました。商品の中身はもちろん、より環境負荷を低減させるため、環境配慮型の
包装資材採用も進めており、2021年には主力商品である浴用固形石けん「シャボン玉浴用」
にリサイクルPETフィルムを採用しています。
また、商品の売上の一部を人や環境にやさしい活動に寄付するプロジェクト「１％ for 
Natureプロジェクト」を通した環境保全にも努めています。

参考）メーカー各社のご紹介
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小林製薬株式会社

2021年より環境負荷低減に寄与する自社基準を満たした製品に「エコをカタチに」マークを
付与する制度「小林製薬 製品開発エコ基準」の運用を開始しています。石油由来のプラス
チック使用削減に向け、『液体ブルーレット』『無香空間』『消臭元』などを中心に、再生プラス
チックやバイオマスプラスチックなどの環境負荷が低い環境配慮型樹脂に変更しています。
また、プラスチック部分の薄肉化、使用量削減、ラベルレス化などの取り組みも行っていま
す。

https://www.sunstar.com/jp/sustainability/environment/

https://www.shabon.com/

株式会社ミルボン

リサイクルの取り組みに関し検討を始めたばかりで、現状は容器仕様変更、ボトル成型方法
変更や、パウチ推進によるプラスチック使用量削減（リデュース）の取り組みが中心です。
リニューアルブランドでトリートメントカップをチューブへの変更、シャンプーボトルをダイレ
クトブロー成形から延伸ブロー成形によりプラスチック使用量削減の実績があります。

https://www.milbon.com/ja/commitment/sustainability/environment.html

https://www.kobayashi.co.jp/

https://www.saraya.com/



ユニリーバ・ジャパン・カスタマーマーケティング株式会社

国内のプラスチックの使用量を年間100トン以上削減（2019年実績）。『ラックス』や『ダヴ』
の容器に最大95％再生プラスチックを使っています。また、ユニリーバのつめかえ製品を
買ったり、空容器をパートナー店舗の回収ボックスに入れて、ポイントをためながらお得にエ
コ活ができる「UMILEプログラム」、シャンプーを量り売りする「リフィルステーション」、日用
品の回収・再生の仕組みづくりを目指す「みんなでボトルリサイクルプロジェクト」なども実施
しています。

ライオン株式会社
ライオングループは、生活者とともにつくる 「エコの習慣化」の推進、すなわち『地球にやさし
いライフスタイル』 を提供し、くらしをムリなくサステナブルにしていくことを目指しています。
具体的にはハブラシの定期交換とハブラシのリサイクルを進める『ハブラシ・リサイクルプロ
グラム』、使用済み容器を様々なステークホルダとともに進める『神戸プラスチックネクス
ト』・『みんなでボトルリサイクル』などに取り組んでいます。さらに環境にやさしく、リサイクル
し易いプラスチック製品・容器の開発、サステナブル材料の積極活用を進めています。

参考）メーカー各社のご紹介
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https://www.unilever.co.jp/planet-and-society/

https://www.lion.co.jp/ja/sustainability/env/resources/



生活協同組合コープこうべ

生活協同組合コープこうべでは、2018年にコープこうべ環境チャレンジ目標「エコチャレ
2030」を策定し、ＳＤＧｓの目標年度と同じ2030年までに、①「ＣＯ2排出量を半減」、
②「食品廃棄物を半減」、③「プラスチック使用量を25％削減」、④「環境に配慮したエシカル
な商品やサービスの開発・供給促進」、⑤「組合員とともにエシカル消費を拡大」の目標を掲
げ、様々な取り組みを、組合員・地域の方々とともに進めています。

株式会社光洋

光洋は、「お客さまのくらしにとけこみお客さまのくらしに役立つ」企業として地域の「食」を
提供いたします。環境保全の為に、レジ袋無料配布中止、カトラリー類の素材の変更、割箸の
プラスチック袋の中止等使い捨てプラスチックを削減いたしました。併せて地域のお客さま
と共に使用済みトレー、ペットボトル、詰替えパックの回収を通じて資源の有効活用や、フー
ドドライブ活動を進め食品ロス削減を目指してまいります。

株式会社ダイエー

持続可能な開発目標「ＳＤＧｓ」の達成に向けた取り組みの一環として、店舗・商品を通じた環
境保全活動を推進しています。
脱プラスチックの取組みとして、食品トレー等の資源物を店頭で回収しリサイクルする、店内
で提供するプラスチック製のカトラリーを紙や木製に変更する等しています。また、食品ロス
削減の取組みとして、フードドライブ活動等を進めています。今後もお客さまにご協力をい
ただきながら、活動を推進してまいります。

参考）小売各社のご紹介
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https://www.kobe.coop.or.jp/

https://www.daiei.co.jp/

https://www.welcia-yakkyoku.co.jp/csr/csr2021.htmlウエルシア薬局株式会社

ドラッグストア業界のリーディングカンパニーとして、「プラスチックごみ」などの廃棄削減を
重要な課題の1つとして捉え、さまざまな活動を展開しています。
その一環として、このプロジェクト循環型社会の実現に向けた公民連携プロジェクト「神戸プ
ラスチックネクスト～みんなでつなげよう。つめかえパックリサイクル～」への参画に至りま
した。

KOHYO 高倉台店ウエルシア神戸魚崎北町店 コープ横尾 ダイエー神戸三宮店

https://www.kohyo.co.jp



参考）神戸市「KOBE PLASTIC NEXT」 について

「KOBE PLASTIC NEXT みんなで考えよう。プラスチックの、これから。」

プラスチックはその利便性において、今や暮らしになくてはならない存在です。しかし近年、海洋プラスチックごみ
による地球規模での海洋汚染や生態系への影響など、私たちの生活を豊かにしてきたプラスチックが大きな社会問
題となっています。
プラスチックの資源循環を一層進めるために、私たちがこれから何をすべきなのか。市民の皆さまにプラスチック

問題の現状と課題をお伝えし、プラスチックのこれからについて、神戸市が目指す「まわり続けるリサイクル」の推進
に向けて考えていきます。
URL：https://kobeplasticnext.jp

まわり続けるリサイクル

これまでの「集めたものをどうリサイクルするのか」という考え方か

ら、

「何にリサイクルするためにどのようなものを集めるか」へ発想を転

換し、現状のプラスチックリサイクルを一歩進める神戸市の新たな取

り組み。

具体的には、食品トレイにリサイクルするためにトレイを集めるよう

に、

利用目的を明確に定めたうえで、必要なプラスチックを集め、

プラスチックとして使い続けることができるリサイクルのこと。

「神戸プラスチックネクスト～みんなでつなげよう。つめかえパックリサイクル～」は、 上記の「KOBE 
PLASTIC NEXT」の考えを具現化し、市民に行動を起こしてもらうため、立ち上がったプロジェクトのひとつ
です。
循環型社会の実現に向けて、神戸市と小売・日用品メーカー・リサイクラー（再資源化事業者）が協働し、使用

済みの日用品のつめかえパックを分別回収して再びつめかえパックに戻す「水平リサイクル」を目指します。
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https://kobeplasticnext.jp/
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参考）神戸市民の意識調査

Q. あなたは、プラスチックごみ問題に関心がありますか。

Q.白色トレイ・ペットボトル等は、スーパー等の店頭の回収ボックスで集め、白色トレイ・ペットボトル等にリサイクルする取り組み
が民間企業において行われています。あなたは、店頭回収を利用していますか。

33.9% 49.7% 10.6%

4.5%

1.4%

１.関心がある ２. ある程度関心がある ３.どちらでもない ４. あまり関心がない ５.関心がない

50.7% 49.3%

１．はい ２．いいえ

Q. 「日本は使い捨てプラスチックごみの一人当たりの排出量が世界で二番目に多い」と指摘されています。
使い捨てプラスチックごみを減らすために、取り組んでいきたいと思うことを選択してください。（該当するものすべて）

＜いいえを選んだ方＞Q.どうすれば店頭回収を利用しようと思いますか。（該当するものすべて）

46.2%

12.4%

14.1%

46.6%

14.0%

13.8%

7.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．利用しやすい場所に回収ボックスがある

２．利用しやすい曜日・時間に使える回収ボックスがある

３．店頭回収の場所・取扱品目といった情報を手に入れることができる

４．ポイント付与などのメリットがある

５．何にリサイクルされているかがわかる

６．利用しようとは思わない

その他

n=1546

83.1%

47.5%

17.5%

60.3%

20.3%

4.1%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１．マイバッグを持参するなど、レジ袋を受け取らない

２．マイボトルを持参するなど、使い捨ての飲料容器（ペットボトル等）を…

３．マイ食器を持参するなど、プラスチック製のスプーンなどの食器・スト…

４．詰め替え用の商品を購入するなど、使い捨ての容器を使用しない

５．プラスチック製以外の代替素材の製品を購入する

６．特にない

その他

n=3136

■プラスチックごみ問題 「関心がある」+「ある程度関心がある」で８割以上。

■プラスチックごみを減らすために取り組んでいきたいと思うことは、１位「レジ袋を受け取らない」、

次いで 「つめかえ用商品を購入するなど、使い捨ての容器を使用しない」は60.3％。

■店頭回収を利用している人は、約半数。

利用しようと思わせる誘因は、「ポイントなどのメリット」、「利用しやすい場所に回収ボックスがある」

n=3136

神戸市ネットモニターアンケート調査結果 テーマ「プラスチックごみについて」
調査期間：令和2年7月28日（火）～8月10日（月）
対象モニター数：4,918名 回答モニター数 3,136名（63.8%）
https://www.city.kobe.lg.jp/documents/36105/20200728netmonitor.pdf

n=3136

https://www.city.kobe.lg.jp/documents/36105/20200728netmonitor.pdf


参考）3R推進団体連絡会 「2021年度 3R消費者意識・行動実態調査」
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調査期間 2021年８月2３日（月）～8月２５日（水）
調査対象者 全国15～69歳の男女3,000名
http://3r-suishin.jp/3R_%20attitude_survey21/zentai21.pdf

◼全国での経年比較では、

「環境問題への意識、関心なし層」が増加傾向。

◼容器包装を捨てるときのことに対する意識は、前回（2016年9月）調査と比べて、「気にならない」が6ポイン

ト増加。
◼気にならない理由は 「商品の内容や価格が大事だから 」が5ポイント減少。一方、「分別すればリサイクルでき

るから」が7ポイント増加。
◼ 容器包装の環境への配慮の進行状況についての認識は、全ての項目において前回調査より「進んだ・計」が減

少。特に「詰め替え商品の普及」など5項目では10ポイント以上減少。

◼ 容器包装の分別排出の改善意識を前回（2016年9月）調

査と比較すると、 「今でも十分細かいので、このままでよい」
が 7ポイント減少。一方、 「わからない」が4ポイント増加。
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参考）プラスチック廃棄物とリサイクル関連データ

※四捨五入による合計の不一致あり
※一般社団法人 プラスチック循環利用協会
『20２０年プラスチック製品の生産・廃棄・再資源化・処理処分の状況 マテリアルフロー図』 http://www.pwmi.or.jp/pdf/panf2.pdf
を参考に作成 用語統一の観点からサーマルリサイクルはサーマルリカバリーに変更

プラスチック廃棄物
8２２万t

容器・包装類
/コンテナ類

３９０万t

電気・電子機器/
電線・ケーブル/機械

等 １５７万t

家庭用品/衣類履物/
家具/玩具等

7３万t

建材
５９万t

その他
輸送、農林水産 ほか

83万t

使用済製品

762万t
(92.8%)

生産・加工ロス
60万t
(7.2%)

マテリアル
リサイクル

ケミカル
リサイクル

サーマル
リカバリー
（熱回収）

未利用
１１２万t
(1４％)

ガス化(燃料利用）
１５万t （２％）

固形燃料／セメント原・燃料
1８７万t （2３%）

発電焼却
2５2万t （31%）

熱利用焼却
５5万t （７%）

単純焼却
６６万t （8%）

再生利用
１７３万t （２１％）

高炉・コークス炉原料/ガス化
（化学原料利用）/油化

27万t （3%）

5０９万t
(6２％)

埋立
４７万t （6%）

使用・排出（2020年） リサイクル・処理

単純焼却 １７万t

再生利用 １０６万t

高炉・コークス炉原料/ガス化

/化学原料利用）/油化 １万t

埋立 ３５万t

固形燃料／セメント原・燃料 1５８万t

発電焼却 ４６万t

熱利用焼却 ３６万t

ガス化(燃料利用）１３万t

産業系廃棄物 ４１３万ｔ

回収

※容器包装
リサイクル法
（自治体回収）

家電
リサイクル法

自動車
リサイクル法

小型家電
リサイクル法

建設リサイクル
法

それ以外
（個別リサイクル法

の対象外
：可燃ごみなど）

出典：一般社団法人 プラスチック循環利用協会 ※本ファクトブックにおいては「サーマルリサイクル」は「サーマルリカバリー」の用語を使用

一般系廃棄物 41０万ｔ

単純焼却 4９万t

再生利用 ６８万t

高炉・コークス炉原料/ガス化

/化学原料利用）/油化 ２７万t

埋立 １２万t

固形燃料／セメント原・燃料 ２万t

発電焼却 ２０５万t

熱利用焼却 19万t

ガス化(燃料利用）29万t

http://www.pwmi.or.jp/pdf/panf2.pdf

